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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　空気を供給する空気供給装置と、
　前記空気供給装置から空気の供給を受けて洗濯物を処理し、外周面に前記空気を前記空
気供給装置に回収させるための空気回収口が形成されるタブと、
　前記空気回収口の内側に前記空気に含まれたリントをフィルタリングするリントフィル
タと、
　前記リントフィルタに洗浄水を噴射して、前記リントを前記リントフィルタと分離する
フィルタ洗浄部と、
　前記リントフィルタから前記タブの内側に落下する洗浄水を前記タブの内面に案内する
流路部材とを備え、
　前記流路部材は、
　前記リントフィルタの下部において前記空気回収口に締結される装着壁と、
　前記装着壁の下部に形成され、前記洗浄水の移動経路を形成する案内板と、
　前記案内板により案内された洗浄水が前記タブの内周面に流出される流出孔とを備える
ことを特徴とする衣類処理装置。
【請求項２】
　前記空気供給装置は、前記タブの上部に位置し、前記タブの前方に空気を供給し、前記
空気回収口を介して前記空気を循環させる、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項３】
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　前記空気供給装置は、
　前記空気回収口の上部に位置し、空気を移動させる送風ファンと、
　前記送風ファンによって移動される空気を加熱する加熱ダクトと、
　前記加熱ダクトで加熱された空気をタブの前方に供給する空気吐出口とを備える、請求
項２に記載の衣類処理装置。
【請求項４】
　前記タブは、前記タブの内周面が、前記空気に含まれた水分が凝縮する凝縮面として用
いられる、請求項２に記載の衣類処理装置。
【請求項５】
　前記フィルタ洗浄部から噴射される洗浄水は、前記タブの凝縮面を冷却させるための冷
却水として用いられる、請求項４に記載の衣類処理装置。
【請求項６】
　前記フィルタ洗浄部は、前記リントフィルタの外側から前記タブの内側に洗浄水を噴射
する、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項７】
　前記フィルタ洗浄部は、洗浄水が供給される洗浄水ラインと、前記洗浄水ラインから供
給される洗浄水を噴射する分配ノズル部とを備える、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項８】
　前記流路部材は、前記リントフィルタの下部に位置し、前記リントフィルタのフィルタ
リング面積の一部を遮蔽する、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項９】
　前記流路部材は、前記リントフィルタに沿って流れる前記洗浄水の下流側に形成される
、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項１０】
　前記案内板の下部に、前記タブの内面に沿って延びて前記洗浄水を前記タブの内面に案
内する延長板をさらに備える、請求項１に記載の衣類処理装置。
【請求項１１】
　前記延長板は、
　前記タブの内面に固定され、前記洗浄水の流路方向の両側に突出して形成される一対の
装着部と、
　一対の前記装着部の間に陥入して流路を形成する流路溝とが形成される、請求項１０に
記載の衣類処理装置。
【請求項１２】
　前記リントフィルタは、
　前記空気回収口の内部形状に対応し、前記空気が流動するための空間が形成されるフィ
ルタフレームと、
　前記フィルタフレームの前記空間に設けられてリントをフィルタリングするフィルタと
を備える、請求項１に記載の衣類処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類処理装置に係り、より詳細には、リントをフィルタリングするリントフ
ィルタを清掃した洗浄水を、タブ内で凝縮水の生成のための冷却水として用いる衣類処理
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、衣類処理装置は、洗濯装置、乾燥兼用洗濯装置などを例に挙げることができる
。ここで、洗濯装置は、乳化作用、パルセーターまたはドラムの回転による水流の摩擦作
用及び洗濯物に加える衝撃作用などを用いて、衣服及び寝具などに付着した各種汚染物質
を除去する製品である。最近登場した全自動洗濯装置は、使用者の操作介入なしに洗いコ
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ース、すすぎコース、脱水コースなどにつながる一連の行程を自動に進行する。
【０００３】
　また、乾燥兼用洗濯装置は、上述した洗濯装置の機能を行うと同時に、洗濯物を洗濯後
に乾燥することができる洗濯機の一種である。このような乾燥兼用洗濯装置は、タブ内部
の空気を引き出して凝縮用水によって空気中の水分を除去した後、加熱させて、再びタブ
に投入する凝縮式洗濯乾燥機がある。
【０００４】
　以下、図１を参照して、従来技術に係る凝縮式乾燥兼用洗濯装置を簡略に説明する。図
示のように、乾燥兼用洗濯装置１０は、内部に収容空間を形成するキャビネット１１と、
キャビネット１１の内部に収容されるタブ１２と、タブ１２の内部に回転可能に設置され
るドラム１３と、タブ１２から生成された湿気を含有した空気が凝縮できるようにタブ１
２の外部に形成される凝縮ダクト１４と、空気の流動方向に沿って凝縮ダクト１４の下流
側に連結されて、ヒーター１６により空気を加熱してタブ１２の内部に提供する加熱ダク
ト１５と、タブ１２の空気が凝縮ダクト１４及び加熱ダクト１５に沿って循環するように
する送風ファン１７とを備えている。
【０００５】
　上述したような乾燥兼用洗濯装置１０は、洗濯物の乾燥時に、送風ファン１７によって
移動される空気が加熱ダクト１５に設けられたヒーター１６により加熱され、加熱空気は
、タブ１２の内側に供給されて、ドラム１３の回転及び熱風により洗濯物を乾燥させる。
【０００６】
　その後、洗濯物を乾燥させた加熱空気は、洗濯物の乾燥によって湿った空気に変換され
、タブ１２から凝縮ダクト１４に流入して、凝縮ダクト１４で湿気が除去される。ここで
、凝縮ダクト１４には、湿った空気を凝縮させるために別途の冷却水が供給される。一方
、凝縮ダクト１４に流入した空気は送風ファン１７によって再び加熱ダクト１５に供給さ
れ、上述した過程を繰り返して空気が循環するように設けられる。
【０００７】
　一方、上述したような過程を繰り返して洗濯物を乾燥させるとき、洗濯物に含まれてい
たリントが空気と共に凝縮ダクト１４を介して流入し、凝縮ダクト１４、送風ファン１７
、加熱ダクト１５などに残留することがある。そのため、凝縮ダクト１４、送風ファン１
７、加熱ダクト１５を通過するリントをフィルタリングするためのリントフィルタ（図示
せず）を別途に備えることができる。しかし、乾燥過程中にリントフィルタにフィルタリ
ングされるリントは、凝縮ダクト１４、送風ファン１７、加熱ダクト１５からなる空気循
環経路の抵抗の役割をするため、空気循環効率を低下させるという問題がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、上述したような問題点を解決するために案出されたもので、洗濯物を乾燥さ
せた熱風の湿気を除去するための凝縮構造を改善して凝縮効率を向上させることができる
ようにした衣類処理装置を提供することにその目的がある。
【０００９】
　また、本発明は、上述したような問題点を解決するために案出されたもので、熱風に含
まれたリントをフィルタリングするリントフィルタを備える衣類処理装置を提供すること
にその目的がある。
【００１０】
　本発明は、上述したような問題点を解決するために案出されたもので、洗濯物を乾燥さ
せた熱風の湿気を除去するための凝縮構造を改善して凝縮効率を向上させることができる
ようにした衣類処理装置を提供することにその目的がある。
【００１１】
　また、本発明は、上述したような問題点を解決するために案出されたもので、熱風に含
まれたリントをフィルタリングするリントフィルタのメンテナンス構造を改善した衣類処
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理装置を提供することにその目的がある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記目的を達成するための本発明の一実施例に係る衣類処理装置は、空気を供給する空
気供給装置と、前記空気供給装置から空気の供給を受けて洗濯物を処理し、外周面に前記
空気を前記空気供給装置に回収させるための空気回収口が形成されるタブと、前記空気回
収口の内側に前記空気に含まれたリントをフィルタリングするリントフィルタと、前記リ
ントフィルタに洗浄水を噴射して、前記リントを前記リントフィルタと分離するフィルタ
洗浄部と、前記リントフィルタから前記タブの内側に落下する洗浄水を前記タブの内面に
案内する流路部材とを備えることが好ましい。
【００１３】
　前記空気供給装置は、前記タブの上部に位置し、前記タブの前方に空気を供給し、前記
空気回収口を介して前記空気を循環させることが好ましい。
【００１４】
　前記空気供給装置は、前記空気回収口の上部に位置し、空気を移動させる送風ファンと
、前記送風ファンによって移動される空気を加熱する加熱ダクトと、前記加熱ダクトで加
熱された空気をタブの前方に供給する空気吐出口とを備えることが好ましい。
【００１５】
　前記タブは、前記タブの内周面が、前記空気に含まれた水分が凝縮する凝縮面として用
いられることが好ましい。
【００１６】
　前記フィルタ洗浄部から噴射される洗浄水は、前記タブの凝縮面を冷却させるための冷
却水として用いられることが好ましい。
【００１７】
　前記フィルタ洗浄部は、前記リントフィルタの外側から前記タブの内側に洗浄水を噴射
することが好ましい。
【００１８】
　前記フィルタ洗浄部は、洗浄水が供給される洗浄水ラインと、前記洗浄水ラインから供
給される洗浄水を噴射する分配ノズル部とを備えることが好ましい。
【００１９】
　前記流路部材は、前記リントフィルタの下部に位置し、前記リントフィルタのフィルタ
リング面積の一部を遮蔽することが好ましい。
【００２０】
　前記流路部材は、前記リントフィルタに沿って流れる前記洗浄水の下流側に形成される
ことが好ましい。
【００２１】
　前記流路部材は、前記リントフィルタの下部において前記空気回収口に締結される装着
壁と、前記装着壁の下部に形成され、前記洗浄水の移動経路を形成する案内板と、前記案
内板により案内された洗浄水が前記タブの内周面に流出される流出孔とを備えることが好
ましい。
【００２２】
　前記案内板の下部に、前記タブの内面に沿って延びて前記洗浄水を前記タブの内面に案
内する延長板をさらに備えることが好ましい。
【００２３】
　前記延長板は、前記タブの内面に固定され、前記洗浄水の流路方向の両側に突出して形
成される一対の装着部と、一対の前記装着部の間に陥入して流路を形成する流路溝とが形
成されることが好ましい。
【００２４】
　前記リントフィルタは、前記空気回収口の内部形状に対応し、前記空気が流動するため
の空間が形成されるフィルタフレームと、前記フィルタフレームの前記空間に設けられて
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リントをフィルタリングするフィルタとを備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明に係る衣類処理装置によれば、洗濯物を乾燥させた熱風の湿気を除去するために
タブの内面を凝縮面として形成することによって、既存の凝縮ダクトを用いた凝縮構造よ
りも凝縮面が広くなるので凝縮効率を向上させることができ、凝縮のための冷却水が浪費
されることを防止することができる。
【００２６】
　また、本発明は、洗濯物を乾燥させた後に循環する空気に含まれたリントをフィルタリ
ングするリントフィルタを備えることによって、リントによる衣類処理装置の故障などを
防止することができる。
【００２７】
　また、洗濯物を乾燥させた後に循環する空気に含まれたリントをフィルタリングするリ
ントフィルタのメンテナンスのためのフィルタ清掃構造を提供することによって、リント
フィルタを容易に清掃することができる。
【００２８】
　また、リントフィルタからリントを除去するためにフィルタに噴射される洗浄水がタブ
の内周面に沿って流れるようになることで、タブの冷却効果をもたらすので、タブの内面
を用いた凝縮効率を向上させることができる。
【００２９】
　本発明に係る衣類処理装置によれば、洗濯物を乾燥させた熱風の湿気を除去するための
凝縮構造を改善することによって、熱風に含有された湿気の凝縮効率を向上させることが
でき、凝縮のための冷却水が浪費されることを防止できるという効果がある。
【００３０】
　また、本発明に係る衣類処理装置によれば、循環する空気に含まれたリントをフィルタ
リングするリントフィルタを備えることによって、リントによる衣類処理装置の故障など
を防止できるという効果がある。
【００３１】
　また、本発明に係る衣類処理装置によれば、循環する空気に含まれたリントをフィルタ
リングするリントフィルタのメンテナンスのためのフィルタ清掃構造を提供することによ
って、リントフィルタを容易に清掃できるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
　本発明に関する理解を助けるために詳細な説明の一部として含まれる添付の図面は、本
発明の実施例を提供し、詳細な説明と共に本発明の技術的思想を説明する。
【図１】従来技術に係る凝縮式乾燥兼用洗濯装置を示す斜視図である。
【図２】本発明に係る衣類処理装置の内部構造を示す簡略図である。
【図３】本発明に係る衣類処理装置の主要部を示す斜視図である。
【図４】本発明の一実施例に係る空気回収口及びフィルタ洗浄部を示す側断面図である。
【図５】本発明の一実施例に係る流路部材を示す斜視図である。
【図６】本発明の他の実施例に係る空気回収口及びフィルタ洗浄部を示す側断面図である
。
【図７】本発明の他の実施例に係る流路部材を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　本発明を説明するにおいて、定義される各構成要素の名称は本発明での機能を考慮して
定義されたものである。従って、本発明の技術的構成要素を限定する意味として理解され
てはならない。また、各構成要素に定義されたそれぞれの名称は当業界において他の名称
として呼ばれることもある。
【００３４】
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　以下、添付の図面を参照して、本発明の一実施例に係る衣類処理装置を詳細に説明する
。
【００３５】
　まず、添付の図面を参照して、本発明の一実施例に係る衣類処理装置を簡略に説明する
。
【００３６】
　図２は、本発明に係る衣類処理装置の内部構造を示す簡略図であり、図３は、本発明に
係る衣類処理装置の主要部を示す斜視図である。
【００３７】
　図２及び図３に示すように、本発明に係る衣類処理装置は、外形を形成するキャビネッ
ト１１０と、キャビネット１１０の内部に設けられ、洗濯水が貯蔵されるタブ１２０と、
タブ１２０の内側に軸方向に回転可能に設けられるドラム１４０と、ドラム１４０に回転
力を付与して、ドラム１４０内に投入された洗濯物１を洗い、すすぎ、脱水させる駆動モ
ータ１３０と、タブ１２０に熱風を供給して洗濯物１の乾燥を行う空気供給装置１５０と
、各構成部を制御して衣類処理装置１００を作動させる制御部（図示せず）と、制御部と
連係して各構成部を制御するための操作パネル１１１とを含む。
【００３８】
　キャビネット１１０は、本実施例に係る衣類処理装置１００の外形を形成し、後述する
各種構成要素が内側及び外側に装着される。このようなキャビネット１１０の前方側には
洗濯物１を投入するためのドア１１２が回動可能に備えられる。
【００３９】
　また、キャビネット１１０の内側上部には、外部の水源からタブ１２０の内部に水を供
給できるように給水ホースと、給水ホース上に設置されて水の出入りを制御する給水バル
ブと、給水ホースを介して供給される水が洗剤と共にタブ１２０の内部に投入されるよう
に、洗剤が投入される洗剤供給装置１１４とからなる給水部１１３が設けられる。
【００４０】
　そして、キャビネット１１０の内側下部には、洗い及びすすぎなどに使用された洗濯水
を外部に排出できるように、排水ホースと排水ポンプからなる排水部１１５が設けられる
。
【００４１】
　タブ１２０は、キャビネット１１０の内側に洗濯水を収容するように設けられ、ドア１
１２に投入される洗濯物１を収容するように、ドア１１２側に開放された函体状に形成さ
れる。
【００４２】
　ここで、タブ１２０の前面には、洗濯物１を投入するための開口部が形成される。開口
部の外側には、タブ１２０の重量を増加させて振動を防止するウェイト１２５が付着され
る。そして、開口部の内周面には、タブ１２０の前方に突出するリム部１２２が形成され
る。リム部１２２には、後述する空気供給装置１５０の空気吐出口１５６が連結される。
一方、タブ１２０の外周面には、後述する空気供給装置１５０の空気回収口１５１が形成
される。
【００４３】
　また、タブ１２０の後面には、ドラム１４０を回転させる駆動モータ１３０が装着され
る。このような駆動モータ１３０は、制御部の制御によって駆動モータ１３０の回転速度
が制御される。このような駆動モータ１３０の構造、種類については当業者に広く知られ
ており、様々な実施例が可能であるので、具体的な説明は省略する。
【００４４】
　ここで、本願発明に係る衣類処理装置１００の場合、タブ１２０の内周面を凝縮面１２
６として利用して凝縮水を形成するように構成される。したがって、従来技術における洗
濯物１を乾燥させた湿った空気の湿気を凝縮するための凝縮ダクトの構造が省略される。
このような凝縮ダクトの省略による凝縮水の生成過程は、空気供給装置１５０の説明及び
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衣類処理装置１００の作動の説明で詳細に述べる。
【００４５】
　一方、タブ１２０は、上部のスプリング１２７及び下部のダンパー１２８により弾力的
に支持される。これによって、駆動モータ１３０によるドラム１４０の回転時に発生する
振動がタブ１２０を通じてキャビネット１１０に伝達されるとき、スプリング１２７とダ
ンパー１２８により緩衝及び減衰されることにより、ドラム１４０の回転による振動がキ
ャビネット１１０に伝達されることを減少させる。
【００４６】
　ドラム１４０はタブ１２０の内側に回転可能に設けられ、ドラム１４０の内側には、ド
ア１１２を通じて洗濯物１が投入されて積載される。このようなドラム１４０には、洗濯
水が通過する多数の脱水孔１４１が形成され、ドラム１４０の内側には、ドラム１４０が
回転する時に、ドラム１４０に積載された洗濯物１を持ち上げた後、落下させる多数のリ
フト１４２が形成され、リフト１４２による洗濯物１の流動によって洗濯性能が向上する
ことができる。
【００４７】
　そして、ドラム１４０の前方または後方には、ドラム１４０の回転時に洗濯物１による
アンバランスを補償するためのバランサー１４５が設置される。ドラム１４０の後方には
、駆動モータ１３０に連結される回転軸１４４及び回転軸に連結されるスパイダー１４３
が設けられる。
【００４８】
　空気供給装置１５０は、タブ１２０の上部に設けられ、衣類処理装置１００の乾燥行程
時にタブ１２０内部の空気を循環及び加熱させる。すなわち、空気供給装置１５０は、タ
ブ１２０内部の空気を引き出した後、加熱して、再びタブ１２０に流入させるように構成
される。
【００４９】
　このような空気供給装置１５０は、タブ１２０の外周面の側面に形成される空気回収口
１５１と、空気回収口１５１を介して空気を回収及び移動させるための送風ファン１５３
と、送風ファン１５３によって移動される空気を加熱する加熱ダクト１５４と、加熱ダク
ト１５４で加熱された空気をタブ１２０に案内する空気吐出口１５６とを備える。
【００５０】
　ここで、空気回収口１５１は、タブ１２０の外周面の側面を貫通して形成される。また
、空気回収口１５１の内側面には、タブ１２０の外周面に沿って、洗濯物１の乾燥時に発
生するリントをフィルタリングするためのリントフィルタ１６０が設けられる。
【００５１】
　ここで、リントフィルタ１６０は、空気回収口１５１の内側に着脱可能に挿入されるよ
うに設けられる。そのために、リントフィルタ１６０は、空気回収口１５１の内部形状に
対応し、空気が流動するための空間が形成されるフィルタフレーム１６１と、フィルタフ
レーム１６１の空気流動空間に設けられてリントをフィルタリングするためのフィルタ１
６２とが設けられる。ここで、フィルタ１６２は、タブ１２０の内周面の形状である曲面
形状に沿って延びるように所定の曲面を形成することが好ましい。
【００５２】
　一方、空気回収口１５１のリントフィルタ１６０の上部には、リントフィルタ１６０に
フィルタリングされたリントを除去するためのフィルタ洗浄部１７０（図４参照）が設け
られる。フィルタ洗浄部１７０については、図面を参照して詳細に後述する。
【００５３】
　そして、送風ファン１５３は空気回収口１５１の上側に設けられる。送風ファン１５３
の作動によってタブ１２０内部の空気が流入し、加熱ダクト１５４側に移動する。一方、
加熱ダクト１５４は、送風ファン１５３により移動される空気を加熱して熱風を生成する
。加熱ダクト１５４で加熱された空気は、空気吐出口１５６によりタブ１２０の内部に供
給されて、洗濯物１を乾燥させる。
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【００５４】
　一方、上述したような空気供給装置１５０において、空気回収口１５１に流入する空気
に含まれたリントをフィルタリングするリントフィルタ１６０は、長期間使用時に、フィ
ルタリングされたリントを除去するメンテナンスが必要である。
【００５５】
　そのために、空気回収口１５１の内側には、リントフィルタ１６０に向かって洗浄水を
噴射することで、リントフィルタ１６０にフィルタリングされたリントを除去するフィル
タ洗浄部１７０（図４参照）が設けられる。ここで、フィルタ洗浄部１７０は、洗濯のた
めに洗濯水を供給する給水部１１３において別途の洗浄水バルブ（図示せず）により給水
が制御される。
【００５６】
　以下、添付の図面を参照して、空気回収口及びフィルタ洗浄部を詳細に説明する。図４
は、本発明に係る空気回収口及びフィルタ洗浄部を示す側断面図である。
【００５７】
　図４に示すように、空気回収口１５１の内側には、洗濯物の乾燥のために熱風を供給及
び循環させるときに発生するリントをフィルタリングするためのリントフィルタ１６０と
、リントフィルタ１６０の外側から内側方向に洗浄水を噴射して、リントフィルタ１６０
にフィルタリングされたリントをタブ１２０の内側に落とすためのフィルタ洗浄部１７０
とが備えられる。
【００５８】
　ここで、フィルタ洗浄部１７０は、洗浄水を供給するための洗浄水ライン１７１と、空
気回収口１５１を貫通して空気回収口１５１の内側に固定されると同時に、空気回収口１
５１の外側で洗浄水ライン１７１に連結される分配ノズル部１７２とを備える。
【００５９】
　洗浄水ライン１７１は、給水部１１３の洗濯水の給水と別途に設けられる洗浄水バルブ
（図示せず）により、洗濯水の給水と別途に洗浄水を給水するように構成される。洗浄水
ライン１７１の構成は様々な実施例が可能であるので、詳細な説明は省略する。
【００６０】
　分配ノズル部１７２は、空気回収口１５１の内側に固定されると同時に洗浄水ライン１
７１と連結されて、洗浄水ライン１７１を介して洗浄水の供給を受け、リントフィルタ１
６０のフィルタの上面に洗浄水を噴射するように設けられる。
【００６１】
　このような分配ノズル部１７２は、空気回収口１５１に着脱可能に固定され、洗浄水ラ
インが連結される締結部１７３と、締結部１７３に結合されて空気回収口１５１の内側に
延びて、リントフィルタ１６０の上側端部から下側方向に洗浄水を噴射するように多数の
ノズル（図示せず）が形成されるノズル部１７４とを備える。ここで、締結部１７３及び
ノズル部１７４は、洗浄水が移動するための中空が形成される。このような分配ノズル部
１７２の構造は様々な実施例が可能であるので、詳細な説明は省略する。
【００６２】
　一方、空気回収口１５１の一側には、分配ノズル部１７２の締結部１７３が結合される
ための締結孔（図示せず）または締結溝（図示せず）が形成される。ここで、締結孔また
は締結溝の場合、分配ノズル部１７２を着脱可能にするためのもので、分配ノズル部１７
２の締結部を固定するための係止段部、ねじ山などが形成されてもよい。このような締結
孔または締結溝の締結構造は様々な実施例が可能であるので、詳細な説明は省略する。
【００６３】
　一方、上述したようなフィルタ洗浄部１７０からフィルタの洗浄のためにリントフィル
タ１６０に噴射される洗浄水は、リントフィルタ１６０によってフィルタリングされたリ
ントを分離／除去すると同時に、リントフィルタ１６０の内周面に沿ってタブ１２０の内
周面（即ち、凝縮面）に流れながら、タブ１２０の内周面を冷却する役割を果たす。
【００６４】
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　ここで、フィルタ洗浄水によりタブ１２０の内周面が冷却されることによって、タブ１
２０の内部で洗濯物を乾燥させた空気に含まれた湿気が、タブ１２０の内面と接しながら
タブ１２０の内周面で凝縮が起こりながら、相対的に乾燥した空気に変わるようになる。
【００６５】
　一方、本願発明のタブ１２０の場合、タブ１２０の内部には高い温度の湿った空気が滞
留するようになり、タブ１２０の外部にはタブ１２０の内部よりも相対的に低い温度の空
気が滞留するようになる。したがって、上述したフィルタ洗浄部１７０から供給される洗
浄水が供給されなくても、タブ１２０の内部と外部の温度差によってタブ１２０の内周面
で凝縮が起こり得る。このような場合にも、従来技術に係る凝縮ダクトを利用する場合よ
りも相対的に凝縮量が多くなり得る。
【００６６】
　すなわち、従来技術での凝縮ダクトの場合、タブ１２０の内周面より相対的に小さい面
積で凝縮を誘導する。しかし、本願発明の場合のように、タブ１２０の内周面で凝縮を誘
導する場合、凝縮のための冷却面が凝縮ダクトより相対的に増加する。したがって、凝縮
ダクトを用いる従来技術に比べて相対的に多い凝縮面１２６を形成しているので、凝縮効
率を増加させることができる。
【００６７】
　一方、本発明の一実施例に係るフィルタ洗浄部１７０は、リントフィルタ１６０の外側
から内側方向に所定圧力の洗浄水を噴射して、リントフィルタ１６０にフィルタリングさ
れたリントをタブ１２０の内側に落すためのものである。また、上述したように、リント
を除去した凝縮水がタブ１２０の内周面に流れるようにして、タブ１２０の内周面を冷却
させるように誘導することもできる。
【００６８】
　一方、上述したようなフィルタ洗浄部１７０の場合、空気回収口１５１の内側に設けら
れ、タブ１２０の内側方向に洗浄水を噴射してリントフィルタ１６０を洗浄するようにす
る。このような場合、噴射されるほとんどの洗浄水は、リントフィルタ１６０に沿ってリ
ントフィルタ１６０の下側に流れる。しかし、一部の洗浄水の場合、リントフィルタ１６
０を通過してタブ１２０の内側に落下して流入する場合が発生し得る。
【００６９】
　このような場合、洗浄水及び洗浄水によりリントフィルタ１６０から分離されたリント
がドラム１４０の内側に流入して、洗濯済みの洗濯物をまた汚染させることもある。また
、リントフィルタ１６０を洗浄した洗浄水の場合、タブ１２０の内周面（即ち、凝縮面）
を冷却させる手段として使用できないため、凝縮効率が低下することもある。
【００７０】
　そのため、リントフィルタ１６０の下部には、リントの除去のために噴射される洗浄水
がタブ１２０に直接的に落下流入することを防止し、リントフィルタ１６０から落下して
タブ１２０に流入する洗浄水をタブ１２０の内壁側に案内する流路部材２００，３００が
備えられる。
【００７１】
　以下、図５を参照して、本発明の一実施例に係る流路部材を詳細に説明する。図５は、
本発明の一実施例に係る流路部材を示す斜視図である。
【００７２】
　図４及び図５に示すように、空気回収口１５１の内側下部（具体的には、空気回収口１
５１に設置されるリントフィルタ１６０の下部）には流路部材２００が着脱可能に設置さ
れる。
【００７３】
　流路部材２００は、タブ１２０の内側から空気回収口１５１の外側方向に挿入されて締
結される。そのために、空気回収口１５１に設置されるリントフィルタ１６０の場合、空
気回収口１５１の内側へ所定間隔だけさらに挿入されて装着される。すなわち、空気回収
口１５１に設置されるリントフィルタ１６０のフィルタ面の場合、タブ１２０の内周面か
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ら延びる延長線上に対してタブ１２０の外側方向にさらに移動して空気回収口１５１に設
置される。ここで、タブ１２０の内周面の延長線と、リントフィルタ１６０との間に形成
される空間に、流路部材２００が着脱可能に締結される。
【００７４】
　一方、流路部材２００は、タブ１２０の内側面において空気回収口１５１の内周面に接
し、固定されるための装着壁２１０と、装着壁２１０の下部に設けられて、装着壁２１０
の一部（あるいは、空気回収口１５１またはリントフィルタ１６０の一部）を遮蔽し、リ
ントフィルタ１６０から落下する洗浄水がタブの内周面（凝縮面）に移動するように経路
を形成する案内板２２０とを備える。
【００７５】
　ここで、装着壁２１０は、空気回収口１５１の下部内周面の形状に対応する形状に形成
され、着脱の容易性のために別途の係止突起（図示せず）または係止構造（図示せず）が
さらに形成されてもよい。また、装着壁２１０は、空気回収口１５１の内周面の形状に対
応して所定の高さを有するリング状に形成されてもよいが、所定の弾性力で空気回収口１
５１の内周面を加圧して締結されるように、一部が切開されて外側方向に弾性力を有する
ように形成されてもよい。
【００７６】
　そして、装着壁２１０と案内板２２０との間には、リントフィルタ１６０から落下する
洗浄水をタブ１２０の内周面側に流出させるための流出孔２３０が形成される。このよう
な流出孔２３０は、タブ１２０の内周面に隣接して形成されることが好ましい。また、流
出孔２３０の下部を形成する案内板２２０の場合、流出される洗浄水の案内のために、タ
ブ１２０の内周面側にさらに延びるように形成されてもよい。
【００７７】
　以下、上述したような本願発明の一実施例に係る流路部材２００の作用を説明する。
【００７８】
　まず、本願発明の衣類処理装置１００の場合、洗い行程、脱水行程または乾燥行程中に
リントフィルタ１６０を清掃するためにフィルタ洗浄部１７０が作動を行うことができる
。しかし、好ましくは、リントフィルタ１６０に最も多くのリントがフィルタリングされ
る乾燥行程中に行われることが好ましい。
【００７９】
　一方、フィルタ洗浄部１７０の作動過程を説明すると、まず、フィルタ洗浄部１７０に
よるリントフィルタ１６０の洗浄が行われる場合、リントフィルタ１６０の洗浄のために
洗浄水ライン１７１を介して洗浄水が供給され、洗浄水は、フィルタ洗浄部１７０の分配
ノズル部１７２を通じてリントフィルタ１６０に噴射されて、リントフィルタ１６０にフ
ィルタリングされたリントを分離及び洗浄する。
【００８０】
　一方、リントフィルタ１６０に噴射されてフィルタからリントを洗浄及び分離した洗浄
水は、分離されたリントと共にタブ１２０の内周面に沿って流れて、タブ１２０の下面に
形成された排水部１１５を介して衣類処理装置１００の外部に排出される。
【００８１】
　ここで、リントフィルタ１６０のフィルタ１６２からタブの内側に落下する洗浄水は流
路部材２００の案内板２２０に落下し、案内板２２０に落下した洗浄水は案内板２２０と
装着壁２１０によって形成される流路により流出孔２３０に排出される。これによって、
流出孔２３０に排出された洗浄水は案内板によってタブの内周面に流れるようになり、タ
ブ１２０の内周面に沿って流れる洗浄水はタブ１２０の内面を冷却させながら排出される
。したがって、洗浄水がタブ１２０の内面を冷却させることによって、タブ１２０の内面
が凝縮面１２６の役割を果たすことができるようにする。
【００８２】
　以下、図６乃至図７を参照して、本発明の他の実施例に係る流路部材を詳細に説明する
。図６は、本発明の他の実施例に係る流路部材を示す斜視図であり、図７は、本発明の他
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の実施例に係る流路部材を示す斜視図である。
【００８３】
　図６及び図７に示すように、空気回収口１５１の内側下部（具体的には、空気回収口１
５１に設置されるリントフィルタ１６０の下部）には流路部材３００が着脱可能に設置さ
れる。
【００８４】
　流路部材３００は、上述した一実施例と同様に、タブ１２０の内側から空気回収口１５
１の外側方向に挿入されて締結される。このような流路部材の場合、上述した一実施例と
同様の構造で形成され、詳細な説明は省略する。
【００８５】
　一方、流路部材３００は、タブ１２０の内側面において空気回収口１５１の内周面に接
し、固定されるための装着壁３１０と、装着壁３１０の下部に設けられて、装着壁３１０
の一部（あるいは、空気回収口１５１またはリントフィルタ１６０の一部）を遮蔽し、リ
ントフィルタ１６０から落下する洗浄水がタブの内周面（凝縮面）に移動するように経路
を形成する案内板３２０と、案内板３２０を通じて経路が形成された洗浄水を、タブ１２
０の内面にさらに近接するように案内する延長板３４０とを備える。
【００８６】
　ここで、装着壁３１０は、空気回収口１５１の下部内周面の形状に対応する形状に形成
され、着脱の容易性のために別途の係止突起（図示せず）または係止構造（図示せず）が
さらに形成されてもよい。また、装着壁３１０は、空気回収口１５１の内周面の形状に対
応して所定の高さを有するリング状に形成されてもよいが、所定の弾性力で空気回収口１
５１の内周面を加圧して締結されるように、一部が切開されて外側方向に弾性力を有する
ように形成されてもよい。
【００８７】
　そして、装着壁３１０と案内板３２０との間には、リントフィルタ１６０から落下する
洗浄水をタブ１２０の内周面側に流出させるための流出孔３３０が形成される。このよう
な流出孔３３０は、タブ１２０の内周面に隣接して形成されることが好ましい。
【００８８】
　一方、延長板３４０は、タブ１２０の内側において流出孔３３０の下部に位置してタブ
１２０に固定され、流出孔３３０から排出される洗浄水の経路を形成する。このような延
長板３４０は、所定の幅を有する板状に形成され、洗浄水の移動方向の両側にはタブ１２
０に固定されるための装着部３４４が突出して形成される。装着部３４４の所定部には、
タブ１２０の内周面に別途の固定部材（例えば、ボルト等）により固定されるための多数
の装着孔３４６が形成される。そして、両側の装着部３４４の間には、装着部３４４より
も陥入して洗浄水の経路を形成する流路溝３４２が形成される。ここで、延長板３４０の
形状は、タブ１２０の内周面の形状に沿って曲面で延長形成されることが好ましい。
【００８９】
　以下、上述したような本願発明の他の実施例に係る流路部材３００の作用を説明する。
【００９０】
　まず、本願発明の他の実施例に係る流路部材３００の場合、上述した一実施例の流路部
材２００と同一機能を行う。したがって、上述した一実施例と同一の作動については詳細
な説明を省略し、異なる構成についてのみその作用を説明する。
【００９１】
　一方、フィルタ洗浄部１７０によってリントフィルタの洗浄が行われると、フィルタか
らリントを洗浄及び分離した洗浄水は、分離されたリントと共にタブ１２０の内周面に沿
って流れ、タブ１２０の下面に形成された排水部１１５を介して衣類処理装置１００の外
部に排出される。
【００９２】
　ここで、リントフィルタ１６０のフィルタ１６２からタブの内側に落下する洗浄水は、
流路部材３００の案内板３２０に落下し、案内板３２０に落下した洗浄水は、案内板３２
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０と装着壁３１０によって形成される流路により流出孔３３０に排出される。
【００９３】
　そして、流出孔３３０から排出される洗浄水は、流出孔３３０の下部に位置する延長板
３４０に流れるようになり、洗浄水は、延長板３４０とタブとの間に沿って流れ、タブ１
２０の内面を冷却させながら排出される。したがって、洗浄水がタブ１２０の内面を冷却
させることによって、タブ１２０の内面が凝縮面１２６の役割を果たすことができるよう
にする。
【００９４】
　以上説明したように、本発明の好ましい実施例について詳細に記述されたが、本発明の
属する技術分野における通常の知識を有する者であれば、添付の請求範囲に定義された本
発明の精神及び範囲を逸脱しない範囲で本発明を多様に変形して実施できるであろう。し
たがって、本発明の今後の実施例の変更は、本発明の技術を逸脱できないであろう。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】
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